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は し も と プ ラ チ カ
明るく楽しく協働の実践を広げたい

P r a t i c a

ポルトガル語で「実践」という意味

橋本市で協働の実践が

より広がるようにとの想いを込め

はしもとプラチカとしました

プ ラ チ カ の意味・ ・

S i n c e 2 0 2 4

hashi0780
タイプライタ
資料2
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はしもとプラチカ

設立経緯

01

01 橋 本 市 の自治と協働を「はぐくむ条例」

住み慣れた地域で子どもから高齢者まで

地域で支えあいながら

安心・安全な生活をおくれるまち

を目指し

市民と行政、議会がともに力を合わせ

まちづくりを進めていきましょう！

とうたわれています。

令和元年施行
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01 橋 本 市 の 自 治 と 協 働 を 「 は ぐ く む 委 員 会 」

は ぐ く む 条 例 を 推 進 す る た め

橋 本 市 の 自 治 と 協 働 を

「 は ぐ く む 委 員 会 」

が 設 置 さ れ て い ま す

現在第3期（１期2年間）

令 和 5 年 度 す こ や か 橋 本 ま な び の 日 出 展

第 2 期 職 員 協 働 研 修

01 「 具 体 的 な 協 働 活 動 の 見 え る 化 」

市 長 へ 提 言 書 提 出 （ 2 年 に 一 度 ）

第 2 期 は ぐ く む 委 員 会 に お い て

「 報 告 交 流 会 」 を 実 施
（ 参 加 者 3 6 名

一 般 参 加 者 1 8 名 は ぐ く む 委 員 等 他 1 8 名 ）

「 具 体 的 な 協 働 活 動 の 見 え る 化 」

の 重 要 性 が 議 論 さ れ ま し た 。

令 和 ５ 年 3 月 開 催

「 協 働 を 実 践 す る 団 体 が 必 要 」

と 意 見 が 一 致

市 長 へ の 提 言 書 提 出

グ ル ー プ ワ ー ク
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01 は し も と プ ラ チ カ 発 足

令 和 ６ 年 4 月 1 3 日
市民 × 行政（地域振興室）

■会社員、学校教諭でありながら

地域活動にも熱心に取り組む者

■橋本市家庭教育支援チーム代表

■市民活動サポートセンター職員

■公民館館長

■地域振興室 2名 事務局

（ 8名うち 2名ははぐくむ委員）

主 旨 と 目 的

02
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02 は し も と プ ラ チ カ 発 足 令 和 6 年 4 月 1 3 日

市民 × 行政

はしもとプラチカは
市民が協働の第一歩を踏み出すための
きっかけになれるよう活動していきます！

自治と協働の実践を広げる

住み慣れた地域で子どもから高齢者まで
地域で支えあいながら
安心・安全な生活をおくれるまちを目指し

03
令 和 ７ 年 度

事 業
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03
第 1 回 講 座 若 者 の 地 域 活 動 と キ ャ ン プ 飯

5 剢 1 0 傈 ( 㕼 ) Ꟛ ⪵ ⿫⸇罏 2 4 せ 1 0 ➿ ⟃ ♴ 5 せ 2 0 ➿ 5 せ 4 0 ➿ 5 せ5 0 ➿ 3 せ 6 0 ➿ 5 せ 7 0 ➿ 1 せ

03 感 想

堀劤䋐ך兛媮ꟼ׷׻堣
⠓ה׍׋➂ְזך⼿⸂
遤ִ׾ؙٖװ锃椚ג׃
կ׋׏ַ׃㴍ג
⚅➿꟦❛崧ָ׋ֹדկ
20➿㥍䚍

ꫬ䭷鸬׾濼׷葺ְ堣⠓׶זה
锃ה倯ղךկ植䕵٥OB׋׃ת
椚׾ؙٖװⰟד⚥׷ׅח♧孡
ֲֿ׮ծ➙䖓׶ת騃ꨄָ簭ח
䠬הל׸ֹד竰竲׾崧❛׋׃
կׅתְגׄ
40➿歑䚍

ꟼ⤘׋הְזָ׶ֻב
זחزٝك؎궪굸ך׌
٦ثծדךֲת׃ג׏
ֹדָؚٝ؍رٕؽي
״גְג׏זחֲ״׷
կ׋׏ַ
40➿㥍䚍

堀劤䋐ח蕯ְٔ׿٦ׁت٦
䙼ֻ׃׮걾גְ׿ֻׁ׋ָ
㸜岱կ׮կ堀劤䋐׋׏
僽ꬊ堀劤䋐ח婍ג׏崞鬨׃
կְ׃妜ג
罈蕯歑㥍㉏׆׻嚂׷׭׃؎
կ׋׏֮דزٝك
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03
第 2 回 講 座 は し も と オ ム レ ツ を 知 ろ う ！ 作 っ て み よ う ！

7 剢 1 2 傈 ( 㕼 ) Ꟛ ⪵ ⿫⸇罏 2 0 せ 1 0 ➿ ⟃ ♴ 5 せ 2 0 ➿ 1 せ 3 0 ➿ 1 せ 4 0 ➿ 4 せ5 0 ➿ 1 せ 6 0 ➿ 6 せ 7 0 ➿ 2 せ
䋐 孖 ה 遤 佟 ⫴⼿ךה 钰欰ד չ׋׃ ׮׃כ ٖيؔה պ钠خ 㹀痥♧ 〾䏄و ٗٝؕ ؿ ؑ ׁ ׿ يչؔך ثخٖ ـؤ٦ ُٖٔ ف٦ؙٖ պ׾㹋 ꥷח⡲ ׃ת׶ ׋

03 感 想

堀劤䋐ך兛媮ꟼ׻
׋➂ְזך堣⠓׷
锃椚ג׃⸃⼿ה׍
遤ִ׾ؙٖ׶׋׃
կ׋׏ַ׃㴍ג

㢳➂侧׵ָזⰋ㆞ָ锃椚׾⡤꿀
،װֻ׹׀ׅ׮儗꟦׍ծ䖉ֹד
ז✲鋅׷׸׵ג⯍ח׃⳿،ر؎
圓䧭דծꬊ䌢ח葺ַׅד׋׏կ
40➿歑䚍

瑞ֹ儗꟦ך⿽Ⱈָي٦؜䠐㢩
فկؙٖ٦ׅד׋׏ַ׃嚂ה
կׅד׋׏ַ׃繟㄂׮גהכ
䙼׶״׋ְג׏ծךنٝز⢪
ְ倯ָꨇׅד׋׏ַ׃կ

ⴱךג׭倯אְ׮ה
ծְג鑧ַׇחתך
ג耀ֽ׾䞔㜠ז׿׹
嚂׋׏ַ׃կ
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03
第 3 回 講 座 農 山 村 の 暮 ら し と 自 治

9 剢 6 傈 ( 㕼 ) Ꟛ ⪵ ⿫⸇罏 8 せ 1 0 ➿ ⟃ ♴ 1 せ 4 0 ➿ 3 せ 5 0 ➿ 3 せ 6 0 ➿ 1 せ

03 感 想

籬ְ׾زؼהزؼ
ծ㜥䨽زؼְֻד
ת䠬ׄ׮㣐ⴖׁך

կ׋׃
20➿㥍䚍

葺ַכך׋׏堀劤׾הֿךծ⥋㣕ֿך
זկ稆侯ׅדהֿ׋׸濼ְם׏ְ׾ה
㣐➂ְם׏ְח׍׋⳿⠓ִהֿ׋ծػ
׏ְ׋׃⹛崞ה׏׮ג׏׵׮׾٦ٙ
կׅד׋׏葺ַָהֿ׋䙼ִג

10➿歑䚍

׏ת〳腉䚍ָ鑥ךؕثٓف
׋׃ד歗⟰ךծ➙䎃剑넝׋
կ㼰➂侧ד䠐鋅׃׻❛׾ծ
Ⰻ㆞ָ䔲✲罏׷׸זח稆兦
䙼ה׋׏׌زٝك؎ְ׃׵
կׅתְ
40➿歑䚍
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03
第 4 回 講 座 外 国 人 と の 交 流 イ ベ ン ト

1 1 剢 3 0 傈 ( 傈 ) Ꟛ ⪵ ⿫⸇罏 7 0 せ 1 0 ➿ ⟃ ♴ 8 せ 2 0 ➿ 1 7 せ 3 0 ➿ 1 0 せ 4 0 ➿ 3 せ5 0 ➿ 7 せ 6 0 ➿ 1 4 せ 7 0 ➿ 9 せ 8 0 ➿ 2 せ

03 感 想

㢩㕂ך倯ה荈搫ה
״׷鑧ׇ׿ֻׁ׋
يؚٓٗفծזֲ
ծ嚂גְג׏זח
կׅד׋׏ַ׃

䎊ׇדծؿז׿׫
攦䗰ד٦ٔسٖٝ

կׅד
㢩㕂➂

➙傈׮גהכ㴍׃
㷕׿ֻׁ׋ծגֻ

׋׃תן
㢩㕂➂

㢩㕂ך倯ָׅ׍׋
׃חֲ׉׃嚂ֻ׀
׃⹛䠬חך׋ְג

կ׋׃ת
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03
第 5 回 講 座 ” 備 え ” を 地 域 へ 生 か す

1 剢 3 1 傈 ( 㕼 ) Ꟛ ⪵ ⿫⸇罏 1 4 せ 1 0 ➿ ⟃ ♴ 1 せ 4 0 ➿ 2 せ 5 0 ➿ 1 せ 6 0 ➿ 7 せ 7 0 ➿ 3 せ

03 感 想

➙㔐ծ꣇拄ך⹈䓼׾鸐ׄגⴱ׭
ת׶濼׾⹛崞ך׿ׁؕثٓفג
⿫מ׈׋תל׸կ堣⠓ָ֮׋׃
կׅדְ׋ֹ׌׋ְגׇׁ⸇
40➿㥍䚍

ٍآזծ圫ղכ⹛崞ךؕثٓف
׃㼎ח➂׷ׅ⸇⿫גְֶחٕٝ
זֲ״׷Ⰵָثح؎أ䔲✲罏ג
⡤꿀׾䲿⣘׷ְג׸ֻג׃կ
40➿歑䚍

䎃룳䊴単ָֻז罈蕯歑㥍
ָ♧筰ח꧊ִ׷堣⠓׾♷
הָ׶ծ֮׶ׁ׌ֻגִ
կ׋׃תְׂ׀ֲ
70➿㥍䚍
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03 そ の 他 の 活 動

ؚٝ؍ذ٦ىؕثٓف٥
㾜⳿أ٦ـ٥
ؑءٕوה׮׃כ
SDGsה׮׃כ橆㞮ؑؿ،

،؍ذٝٓن٦ٕن٦و؟٥
ؑؿؕثٓف٥
堀劤㷕畘⥂肪ך⠓
桪䊛넝ꅿ遳麣ةأؑؿ
傈ךןזת堀劤ַװֿׅ

يؚٓةأٝ؎٥

成 果

04
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04

10➿⟃♴ 20せ
14.7

⟀ ㄤ 7 䎃 䏝 ׫ ׿ ז ד ث ٍ ٖ ٝ ⿫آ ⸇ 罏 1 1 3 せ  + 4 3 せ  䒀 ץ ➂ 侧 1 3 6 せ  + 2 8 せ 

成 果

20➿ 23せ
16.9

30➿ 11せ
8.1

40➿ 17せ
12.5

50➿ 15せ
11.0

60➿ 33せ
24.3

70➿ 15せ
11.0

80➿ 2せ
1.5

䎂㖱䎃룳
44.6娕

ؕثٓف
• 圫ղז䋐孖ךהꟼ׵ַ׶׻ⵝ慧׾「ֽծ倜׋
կ׋ֹדָהֿ׷־זאח䮋䨌ךפ⹛崞ז

遤佟
• ׾ؤ٦ص䋐孖װ䭁㣐ך醣ꅿך㾴،؍ذٝٓن
湫䱸䪾䳢ׅ׷堣⠓׋׏זהկ

⿫⸇罏
• 㖑㚖崞⹛ךפ䗰椚涸׶ָ♴ָٕس٦عזծ遳
կ׋׏זה㤍堣׷䯝ִג׃ה✲荈ⴓ׾׶ֻב

THANK YOU!
と も に 走 り 、 動 い て い く 景 色 の 中 に

一 緒 に 身 を 置 き な が ら
プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 的 役 割 を 果 た し て い く


